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2 青木正美著『場末の子－東京葛飾 一九三三～四九年－』
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Ⅳ それぞれの課題
地域に生きる生き様の記録を見出し，それをどのように公にするか，そして，
それをもとにその時代性，地域性を如何に究明するか，本稿は，この課題を
追った。
Ⅰの「地域に生きる人々の記録」では，5点の記録により地域に生きる人々
の営み・暮らしの記録を見てきた。これらは後世に残る記録であり，このよう
なものを見出し，紹介を行っていくこと，これが私の為すべきことの一つとし
て引き続き心掛けたい。
Ⅱでは，地域に生きる人の記録の公刊の例を『胡桃澤盛日記』刊行にみた。
それは飯田市歴史研究所関係者総力あげての翻刻・刊行物である。この地域の
特性と時代，人々の営み・思いが書き籠められた胡桃澤盛の23年間の日記は，
下伊奈・飯田地域史，そして日本近現代史の重要な史料である。やがてはこの
書に関わった人によってこの書を踏まえた伊那地域史，人々の生活史の研究が
なされるであろう。
Ⅲにおいては，地域における人々の記録によって地域における人々の記録か
らその時代性，地域性を如何に究めるかを川東氏の研究にみた。この川東氏に
は，自ら記されるように，その次の時期についての研究が課されている。『帝
国農会幹事岡田温日記』刊行も第11巻・昭和10～12年，まででその後の昭和
24年7月22日までの刊行も残されている。そして，松山大学着任初期の愛媛
県農業構造研究論文の取りまとめも望みたい。さらに最近時は松山高等商業学
校史に関わる2論考があるが，この学校史研究の進展も期待したい。川東氏は
この3月に松山大学を定年退職されたが，今後も地域研究拠点松山大学との連
繫によってさらなる研究の進展と，松山大学の地域拠点大学としてのいっそう
の充実を果たして頂きたい。
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